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課題名
2６イネミズゾウムシの発生生態と防除

（１）イネミズゾウムシの作期別の防除-要否と防除時期
分 類 ①

試験 研
究年次

63～２年（完了）

Ｉ目 的
移植時期とイネミズゾウムシの発生量及び被害を明らかにし、

虫の防除技術確立のための資料とする。
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稚 苗手植稚苗手植稚苗手植
4本／株､；２０株／㎡４本／株、２０株／㎡4本／株、１３．３株／㎡

施肥その他の管理は施肥その他の管理は施肥その他の管理は
場内慣行場内慣行場内慣行

63年の５．２０及び６．６移植

ｌ区につき４８株（６３年は４０株）、

）。なお、６３年は食害度ではな
⑥
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区制・面積１区３㎡、３反復（ただし、
反復、６．２０移植２反復）
調査方Ⅲ法
）越冬成虫密度及び食害度は約５日間隔で
を調査した（食害度は下記の基準に準拠し
く被害葉数で成虫による食害程度を評価し
）幼虫・土まゆ数は移植７～９週間後に１
で計数した。
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成虫数合計４．１２０．７９０．０９
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第２表 移植時期別のイネミズゾウムシ成虫及び被害の消長 (１年）
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第３表移植時期とイネミズゾウムシ幼虫・土まゆ数 (６３～２年）

成果の評価と取扱上の:留意点
イネミズゾウムシの作期別の的確な防除技術確立のための基準として活用でき

る｡

Ⅵ 今後の研究上の問題点
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書
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